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令和 5年 12 月 16 日

西大寺を愛する会 令和 5年 12 月度例会発表

西大寺八幡山城と宇喜多氏・・・宇喜多直家出世城 中間報告

西大寺を愛する会 丸谷憲二

1 はじめに

「西大寺と宇喜多氏」に最初に注目したのは、沼田頼輔氏（西大寺高等女学校初代校長）

です。西大寺八幡山城の初見は、享保 2年（1717）『陰徳太平記』の「浦上宗景並宇喜多

直家事」の「西大寺の八幡山には、忠家を処（お）きてけり」です。『隠徳太平記』は戦

国時代の山陰、山陽を中心に、室町時代 12 代将軍足利義稙（あしかが よしたね）の時代

から慶長の役まで（1507～1598）の軍記物語です。その中に西大寺八幡山城が記録されて

いるのです。伊原仙太郎氏は『西大寺町誌』に「山の頂上に宇喜多直家が八幡山城を築い

て、叔父の忠家に守らせていた。」と報告しています。

備前国の軍記物語は『隠徳太平記』と『備前軍記』に代表され、『備前軍記』に西大寺

八幡山城の記録がありません。両書とも口語訳が山陽新聞社より出版されています。

備前八幡山城主の記録を『信長公記』で発見しました。戦国覇者の一級史料に備前八幡

山城が記録されていました。信長 45 歳の記録です。池田家文庫本の「信長記」は、国指定

重要文化財です。しかし、岡山市の観光化構想、宇喜多築城物語に、西大寺の八幡山城が

見えません。場所は岡山学芸館高校のある金山です。説明版がありません。先行研究者は

沼田頼輔、伊原仙太郎、三好基之、池上惇之、出宮徳尚、植木成行、伊達教夫氏のようで

す。

2 山陽新報『西大寺と宇喜多氏』雀洞（沼田頼輔）

雀洞（沼田頼輔・西大寺高等女学校初代校長）が岡山県初の新聞、山陽新報に「西大寺

と宇喜多氏」を寄稿し、明治 43 年（1910）2 月 9 日～14 日迄 5回連載されました。

池上惇之氏が、岡山県立図書館蔵のマイクロフィルムから山陽新報・明治 43 年の記事

を発見し『西大寺と宇喜多氏』を纏めたのは平成 9年（1997）です。備前西大寺は単一寺
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院ではなくて、成光寺や清平寺などを含む一山寺院でした。明応 5年(1496)の縁起「明応

五年備前国金岡県西大寺化縁疏并序」は清平寺の縁起です。

3 西大寺八幡山城（金山）の初見・『陰徳太平記』の活字化 大正 2年（1913）

八幡山城（金山）の初見は享保 2年（1717）の『陰徳太平記』の「浦上宗景並宇喜多直

家事」の「西大寺の八幡山には、忠家を処（お）きてけり」です。著者は香川景継（梅月

堂宣阿）です。全 81 巻

と「陰徳記序および目

録」1冊からなり、戦国

時代の山陰、山陽を中心

に、室町時代 12 代将軍

足利義稙の時代から、慶

長の役まで（1507～

1598）までの約 90 年間）、

藩主吉川氏と宗家毛利

氏からの視点での軍記

物語です。正徳 2年

（1712）には版木完成と

されています。

『通俗日本全史 十四巻 陰徳太平記下 巻第 53』香川宣阿 早稲田大学編集部 大正 2

年（1913） p194



3

4 大正 11 年（1922）『上道郡誌』

大正 11 年（1922）『上道郡誌』の金山の説明に「陰徳太平記所載の西大寺八幡山城はこ

の地なり。」と。

5 備前八幡山城主の記録が『信長公記』に

備前八幡山城主の記録を『信長公記』で発見しました。織田信長の生涯を描いた一代記

「信長公記」は、信長の家臣太田和泉守牛一が、実際に見聞きした信長の記録をもとに執

筆したものです。戦国覇者の一級史料に備前八幡山が記録されていました。巻 11（天正六

年戊寅・ 1578）太田和泉守これを綴る「洪水の事」。信長 45 歳の記録です。

天正六年（1578）「5月 24 日、竹中重治が言上した子細であるが、備前国中の八幡山の城

主が味方になった旨を報告した。信長公は満足の意を表し、羽柴秀吉に対して黄金 100 枚、

そして竹中重治に銀子百両が下賜された。感謝申し上げて重治は帰って行った。」

『信長公記』は信長研究の基本史料で、一次史料に

準ずる史料です。著者の太田牛一は信長の直臣です。

太田牛一の『信長記』は明治になって初めて刊行され

ました。太田牛一の自筆本に池田家文庫所蔵『信長記』

(池田本)があります。

岡山大学付属図書館古文献ギャラリーの説明

『信長記』・・・国指定重要文化財。

信長の家臣であった太田牛一による、信長の伝記。
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15 巻。永禄 11 年（1568）前後の信長上洛の経緯から、本能寺の変で亡くなる天正 10 年（1582）

まで 1年 1巻で記述されている。池田家文庫本の「信長記」は、太田牛一本人の筆による

（巻 12 のみ写本）ものであり、かつ現在に伝わる信長記諸本のうち最も古いものと考えら

れる一本である。池田輝政が信長記を求めたとされており、輝政自身の登場部分に一文付

け加えさせている（巻 13）。著者自筆かつ池田家仕様という他に例のない信長記である。

『訳注 信長公記』太田牛一 武蔵野書院 2018 年を確認しました。

5.1 直家と織田信長との和睦 天正 7年（1579）、昭和 46 年『西大寺町誌』に

伊原仙太郎氏は、昭和 46 年（1971）の『西大寺町誌』p29 に「こうして天正 7年（1579）

には直家は羽柴秀吉の斡旋によって、甥の基家を使いとして織田信長の嫡子信忠へ送り、

信長へ忠誠を誓った。」とあります。天正 7年（1579）は校正ミスか。『信長公記』から

の創作でしょうか。参考文献名がわかりません。

『上道郡誌』 『西大寺町誌』

6 『西大寺の城跡』西大寺愛郷会 昭和 49 年(1974)
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最後に金山八幡山城（金山）を紹介しています。「宇喜多直家が乙子城主となり、やが

て奈良部、沼城へ入ってからは、ここが西進への重要な基地となった。邑久郡から西大寺

を経て、岡山へ入る道。乙子城からよりも、もっと近距離のこの山を、前進基地として重

要視して、築城し、弟忠家を居らしめた。」と。「陰徳太平記」巻五三を紹介しています。

7 『新釈陰徳太平記』三好基之 山陽新聞社 平成 2年（1990）p113

『隠徳太平記』

巻五十三の「浦

上宗景並びに宇

喜多直家の事」

に「岡山の城に

は自分が移り、

沼の城には舎弟

春家を置き、西

大寺の八幡山

（同市西大寺金

山）には忠家を

置いた。」と。

『隠徳太平記』

は、戦国時代か

ら安土桃山時代

に及ぶ毛利氏の

制覇を中心とし

た戦記です。原

本は 281 巻 42

冊、毛利藩の支

藩・岩国吉川家

の老臣香川正矩

が草稿を纏め、

次男の景継が完成させました。完成は元禄八年(1695)で刊行は正徳二年(1712)です。三好
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基之氏は、解題で「陰徳太平記」の全体は大部なものなので、岡山県関係の記事だけを適

宣出して収録した。と。「陰徳太平記」の現代語訳版です。

8 植木成行『宇喜多直家は奸雄にあらず』平成 11 年（1999）

植木成行氏は『宇喜多直家は奸雄にあらず』で、「直家は西大寺の町の経済力に支えら

れて戦国大名に成長した」と明記しています。宇喜多史談会会報第 17 号（平成 18 年 2 月）

に、「改訂」『宇喜多直家は奸雄にあらず 直家と浦上政宗・宗景の歴史」を寄稿され、

「一次史料を中心に調べたところ、その結果は通説とは全く違うものであった。」「直家

が乙子城・沼城に居た事は全く無い。岡山城に移るまで居たのは西大寺金山にあった八幡

山城である。」と。

9 出宮徳尚『戦国大名・宇喜多直家の地場からの検証･･･梟雄の再評価･･･』
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出宮徳尚氏(岡山城天守閣展示物取扱専門員)の『戦国大名・宇喜多直家の地場からの検

証･･･梟雄の再評価･･･』2016 年講演で、直家一代記たる『備前軍記』を検証されました。

元資料は宇喜多史談会会報に寄稿されています。『宇喜多氏の城々（三)乙子城 乙子城主

宇喜多直家考』の「六 領主としての戦功により天文 18 年(1549)に奈良部城主に栄転 直

家は主君から乙子城と所領に加えて旧上道郡奈良部城主に任じられたと記されているが、

奈良部城主の所領高と具体的所在地を伝えていない。・・・直家を奈良部城主と記載する

のは 19 世紀前半に推定される『東備郡村志』で・・・「奈良邊城 今新庄山と云ふ」と記

して直家を城主とし・・・新庄山城の城主を新庄助之進と記載しているものを、わざわざ

「一説に新庄助之進と云ふは非なり」と否定している。・・・松本亮之助の、19 世紀前半

における奈良部城の判断が、その後に確定事項に見做されて近現代の郡史や市町村史に反

復的に踏襲されて、通説となっている。」と。

出宮徳尚氏は、『備前軍記』を中世の城郭史の立場から考察され、間違いを指摘されま

した。令和 3年（2021）1 月 『宇喜多直家物語・明善寺合戦の真相』で、2 番目の城とし

て、「岡山学芸館高校」のある金山八幡山城に注目され、シーレーンとしての砂川の重要

性を話されました。『宇喜多氏の城々(四) 奈良部城 -その存否の検討-』からの抜粋で

す。宇喜多史談会で金山八幡山城に注目したのは植木成行と出宮徳尚氏のみです。

10 『備前軍記』 西大寺八幡山城の記録無し

『備前軍記』五巻二冊 土肥経平著の成立は安永三年(1774)です。嘉吉元年（1441）の備

前国守護赤松氏滅亡から慶長八年（1603）の池田氏入封に至る約 160 年間を、備前国内で

起こった戦乱、および赤松・山名・浦上・松田・宇喜多各氏などの興亡を年月を追って記

述しています。活字本は『吉備群書集成第三輯』です。柴田一氏（就実大学元学長)が 『新
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釈 備前軍記』を山陽新聞社 より発刊したのは昭和 61 年（1986)です。この発刊により備

前の歴史が『陰徳太平記』史観から『備前軍記』史観に変わったようです。土肥経平は 58

歳から 76 歳迄の 18 年間著作に専念しました。『岡山県誌』などの市町村史の底本となり

ましたが、史実と異なる面が指摘されています。

『現代語訳 備前軍記』は「岡山の戦国時代

決定版を令和に改訂！備前国を舞台に繰り広

げられた松田、浦上、宇喜多氏の栄枯盛衰が

ここに―。江戸時代の軍記物語を現代の歴史

研究で読み解く。」と PR されていますが、

内池英樹氏(岡山県立博物館副館長)は、まえ

がきに「すべてが史実ということではない。

この点は非常に注意を払う必要がある。・・・

その他にも、事実の誤認があるなど、岡山の

戦国時代の史実に迫っていくためには課題

がある。」と。「2002 年に三宅克彦氏が備前

軍記の限界を指摘されているが、概ねそのと

おりであることは間違いない。」と。あとがきに「歴史事実とは異なる内容であったり、・・・

特に事実と異なる部分が多いと感じたのは、赤松氏に関する内容である。」と。

西大寺八幡山城の記録がありません。

11 宇喜多史談会と八幡山城

宇喜多史談会会報の創刊号は,平成 14 年 1 月 30 日です。初代会長は柴田一氏、事務局は

菩提寺の光珍寺です。植木成行氏と出宮徳尚氏以外の八幡山城研究を探しましたが見つか

りませんでした。

12 宇喜多直家と城 - 岡山県ホームページ (pref.okayama.jp)

岡山県ホームページには、西大寺の八幡山城は記録さ

れていません。西大寺の八幡山城が宇喜多直家出世城で

あることを知らないのです。

12.1 浦上宗景の備前支配と宇喜多直家の台頭・・・ HP

の説明

永禄３（1560）年、尼子晴久が没するとその威勢は弱

まり、永禄５（1562）年には毛利氏による出雲侵攻がは

じまります。そうした中で、備前東部の支配を確立した

浦上宗景は、それまで支援を受けていた毛利氏との確執

を深め、永禄６年（1563）には対立していた兄政宗と和

平を結びます。そして、毛利氏配下にあった備中松山城

（高梁市）の三村家親と各地で交戦し、ついには興禅寺

（久米南町）でこれを討ち取りました。

家親を討った宇喜多直家は、宗景に仕えて乙子城（岡

山市）を与えられていましたが、この頃には亀山城（岡

山市）に入って備前西部の経略にあたっていました。三

村家親の嫡男元親が率いる備中勢を明禅寺合戦（岡山市）で破った直家は、永禄 11（1568）
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年に姻戚関係を結んでいた金川城（岡山市）の松田氏を滅ぼし、備前西部の盟主としての

地位を確かなものとします。

13 戦国時代の福岡の市

『上道町史』に岡崎誠氏は、「能家は福岡に城を営んで拠ったのではなく、食糧・武器

の調達の基地として利用したものであったし、その後に於ても福岡が合戦の場となったこ

とはない。これは福岡が泉州堺と同じように町衆連の支配する商業都市としての地位を確

立しており、武将達の不可侵の地となっていたことを示すものではなかろうか。」と。

「（福岡）市場は八日市と八丁の間に挟まれた長船町福岡、吉井部落に隣接する一日市

と、この両部落の間の吉井川の川底に沈んだ地域を福岡市と考えて間違いあるまい。」と

しています。

13.1 吉井川の流路変更 天正 19 年(1591)と備前西大寺

「吉井川の主流は八日市・福岡八丁の東を流れていたのであり、東西

に分断されたのは天正（1573～1592 年）の大洪水以後のことである」と

『上道町史』P78 にあり、吉井川の流路変更は天正 19 年(1591)説があ

ります。天正 19 年（1591）長船町天王原の堤が約 690m 決壊し長船鍛冶

離散とあります。『西大寺町誌』に野崎意登七氏は『吉井川は数流あり、

現在より東方の五明・四谷・川口辺りの流れが主、天正年間（1573～1593

年）に現状となり、底は砂地』と報告しています。岡山市東区長沼円定

寺貝塚で発見された貝殻成長線分析とその年代『中世から近世に属する

可能性が高いものと判断』から、天正 19 年(1591)説が正しいと考えま

す。

13.2 備前西大寺の門前市場

備前西大寺の現在地に、1458 年より古い記録がありません。備前西大

寺の古文書は 1322 年と 1467～1470 年です。現在地への移転時期は、室

町時代の 1430 ～1458 年と考えます。『吉備温故秘録』収録の成光寺と

清平寺の古文書には、移転前の古文書が含まれます。成光寺は高島国府

に地名が残り、一日市にも成光寺の地名（西小路・西光寺)が残り、これ

は備前国府の高島から福岡への移転時に、成光寺も福岡国府へ移転しま

した。出宮徳尚氏は戦国時代の国府移転と説明されます。

そして西大寺に移転後に成光寺は円満院と名前を変えました。

成光寺と清(平）寺の字名が高島に残っています。

『吉備温故秘録』には「西大寺寺中、円満院所蔵・円満院・古号成光

寺」と区分され、岡山県古文書集（備前西大寺文書）の 1351～1523 年の

成光寺文書が円満院文書として収録されています。

清平寺文書は 1322～1557 年です。観音坊が安永 7年（1710）に金陵山

西大寺と寺名変更が寺社奉行に認可されました。（撮要録）

高島国府にあった成光寺が、『上道町史』P78 に「一日市にも・・・西小路(西光寺とも)

と呼ばれる小路を中心に形成された小集落も存在する。」とあり、西小路(西光寺)とは成

光寺です。松中島への移転ではなくて松中島方向への移転でした。吉井の隣の入江が一日

市です。吉井川の土手の出来る前は、吉井・一日市が備前福岡市の中心地でした。
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備前福岡国府を最初に報告したのは、安栄七年(1778)成立の土肥典膳経平の『寸簸之塵』

です。「鎌倉将軍の頃より、国府市場村の国府すたれて邑久郡福岡へうつりける」とあり、

高島国府からの成光寺の松中島への移転、移転地調査が備前福岡国府説の補説となりまし

た。『高島村史』吉備高島聖蹟顕彰会の高島村古跡略図に成光寺があり、p33 の小字名、国

府市場に成光寺、清寺、圓蔵寺が有り、全ての寺院が西大寺へ移転しています。清寺が移

転後に清平寺と名前を変えたのか、清寺が校正ミスかです。

14 まとめ

八幡山城（金山）の初見は享保 2年（1717）の『陰徳太平記』です。

『陰徳太平記』と『備前軍記』との正確度を比較しましょう。

『陰徳太平記』1717 年 1507～1598 年までの約 90 年間の記録。1990 年 山陽新聞社

『備前軍記』 1774 年 1441～1603 年までの約 160 年間の記録。1986 ・ 2022 年 同
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単純に比較しても、『陰徳太平記』が 57 年も早い記録であり正確と推定できます。

藩主吉川氏と宗家毛利氏からの視点です。『備前軍記』の岡山藩士の視点とは異なります。

『備前軍記』には八幡山城の記録がありません。

備前八幡山城主の記録を『信長公記』から発見しました。植木成行氏の備前西大寺の中

世史研究者としての最大の功績ですが、直家と織田信長との天正六年戊寅（1578）の和睦

については、伊原仙太郎氏が昭和 46 年（1971）の『西大寺町誌』で、「こうして天正 7年

（1579）には直家は羽柴秀吉の斡旋によって、甥の基家を使いとして織田信長の嫡子信忠

へ送り、信長へ忠誠を誓った。」とあります。天正 7年（1579）は校正ミスか。『信長公

記』からの創作でしょうか。参考文献名がわかりません。

戦国時代の福岡市、備前西大寺の門前市場については、吉井川の流路変更 天正 19 年

(1591)が重要で、有力商人達が福岡の市の再建を諦めて備前西大寺へ移転し、岡山市へ移

転しました。岡將男氏(元岡山城築城 400 年ソフト事業委員長)の指摘、「岡山に西大寺町

があるし。福岡からは上之町、中之町、下之町を誘致したし、片上町もある。経済的には

ヤッパリ福岡の市が最大だろう。」と指摘されますが、史実は吉井川の流路変更により備

前福岡が壊滅的な被害を受けての移転なのです。

岡将男氏(岡山城築城 400 年ソフト事業委員長)は、「宇喜多忠家の子が、坂崎出羽守で

千姫を大阪城から助けたが、嫌われて自害したと歌舞伎にもなっているね。あの坂崎出羽

守のお父さんが、西大寺城主だったというわけだ。小説一本書けるねえ。」と。このよう

な発想が西大寺の町興しにほしいですね。

岡将男氏は、「なるほどな、この時期は既に直家は岡山城にいるが、毛利と織田との間

で迷っていた時期だから、まず忠家を織田に近付けたのだろうな。毛利と揉めたら、勝手

に忠家が織田に付いたと言えばいいからな。高等テクニックだよ。」と。結論が出たよう

ですね。

八幡山城は、私の住む金山団地の裏山です。岡山学芸館高校に「宇喜多と金山八幡山城」

の説明表示が無く、西大寺小学校にも説明表示がありません。「陰徳太平記」や『信長公

記』を基礎とした『西大寺町誌』が読まれません。だから、岡山市の観光化構想、宇喜多

築城物語に、西大寺の八幡山城が見えません。参考文献名は報告書の初歩の初歩です。

『信長公記』の記録を発見し、最初に森健太郎校長に報告した理由です。

10 月 21 日の西大寺を愛する会の宇喜多一族散策コースに、八幡山城は入っていませんで

したが新庄山城で説明しました。備前西大寺の住人が八幡山城を知りません。

15 謝辞

私が金山に注目したのは、平成 25 年 9 月です。岡山市電子町内会の西大寺学区電子町内

会・西大寺電町ブログ内に『金山団地町内会ホームページ』を立ち上げました。『金山団

地町内会の紹介として、丸谷憲二さんのページ』をリンクしました。2年交代の町内会長で

した。町内会の紹介 (e-okayamacity.jp) 金山とは⇒『備前西大寺地名考 金山の考察』

をご訪問下さい。と。

岡山大学付属図書館古文献ギャラリーの説明と『信長記』国指定重要文化財の発見は杉

山一雄氏（岡山県立記録資料館館長）の御蔭です。出宮徳尚氏（古代吉備国を語る会）の
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考古学からの研究と教示に感謝します。岡将男氏(岡山城築城 400 年ソフト事業委員長)に

纏めていただきました。平成 25 年より多くの研究者にご指導いただきました。
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